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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 鎌ヶ谷市農業災害対策資金・緊急災害対策資金 ＪＡ名 ＪＡとうかつ中央（千葉県） 

１ 動機 

（経緯） 

・平成 22 年夏季高温により、梨（「新高」種）の生育が悪化したことから減収に

よる資金不足を補うため鎌ヶ谷市との間で「鎌ヶ谷市農業災害対策資金」を制

定し､平成 24 年度についても、同資金の取扱いを継続いたしました。 

・また、東日本大震災による緊急災害対策資金についても、被災者支援のため、

平成 24 年度、取扱いを継続いたしました。 

 

 

２ 概要 ・「鎌ヶ谷市農業災害対策資金」は、鎌ヶ谷市とＪＡで農業災害対策資金の取り扱

いを契約し、鎌ヶ谷市とＪＡでそれぞれ利子補給を行い、低金利で融資対応い

たします。 

基準金利３％⇒利子補給率 鎌ヶ谷市２．５％，ＪＡ０．２５％，債務者負担

は０．２５％となっております。 

・東日本大震災による緊急災害対策資金については、震災により被害を受けた農

業者の経営安定に必要な運転資金を融資対応いたします。 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

・平成 24 年度は、梨の生育が順調で被害なく、農業災害対策資金の申込はありま

せんでした。 

・東日本大震災による緊急災害対策資金についても、被災者からの申込みなく、

平成 24 年 12 月 28 日をもって取扱を終了させていただきました。 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・農業災害対策資金については、今後、農業災害が起きた場合には即時対応いた

します。 

 

 

 

 

 

 


